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あらまし Weblog (blog) は，今日の webコンテンツの中で “個人の関心”を最も良く示しているコンテンツであると

考えることができる．我々は，blogをコンテンツ・ブラウジングに取り込むことで，“human-aware”な新たなコンテ

ンツ・ブラウジング体験 (contents browsing experience)をユーザに提供することを目指す．本論文では，blogを融合

することでコンテンツ・ブラウジングがどう変わるのかについて，我々の取り組みを基に議論する．
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Abstract Weblog (blog) is a kind of web contents which represent people’s interests straightforwardly. We pro-

pose content browsing methods integrating blog information, in order to provide “human-aware” content browsing

experience. In this paper, we discuss how blog information changes current content browsing experience.

1. は じ め に

近年， blog (weblogの略)と呼ばれる webコンテンツが，急

速な勢いで増え続けている．ビジネス利用が増えてきた web

ページに代わり，個人の意見やコメントを自由に公開できる手

段として，blogが活用されている．Blogを支える基盤技術や

コンテンツ形式は，従来の webページと同じである．しかし，

様々な blog 用ツールを介したユーザの情報利用形態が，従来

の webページとは大きく異なる．以下に，その特徴を示す：

今考えていることを，今公開する．

Blog作成ツールを使ってテキストを記述し blogサイトに投稿

すると，即座に web に公開される．面倒な HTML への変換

や blogサイトへの転送などは，blogツールが自動で行ってく

れる．この手軽さが，“今ユーザが考えていることを，今公開

する” という利用形態を生み出している．Blogコンテンツは，

ユーザのアイデアを直接かつタイムリーに表す一方，情報が断

片的で信頼性に欠けるという問題もある．

関心のある人にのみ伝える．

メーリングリストや BBSなどは，自分の書いた情報に関心が

有るか無いか分からない人にまで，一方的に情報を公開してし
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まう．一方，blogの場合，RSS (Rich Site Summary)などに

基づいて定期的に公開される（フィードされる）blog記事を，

関心を持つユーザだけが購読 (syndicate)する．読み手に強制

しない情報伝達形態が，個人的意見や評判など，ユーザの個性

が反映された情報の公開を促進している．

誰が関心を持っているかが分かる．

通常，Blog記事には作者のユーザ IDが付けられており，誰が

その記事を書いたのかが分かる．Web ページと同様に，ある

blog 記事から他の blog 記事をリンクで参照することができ，

“トラックバック”という仕組みにより，参照先の記事から参照

元の記事を辿ることができる．これにより，ある記事がどんな

ユーザからどのように関心を持たれているのかを，記事の発信

者側から確認することができる．

これらの特徴から，blog は，今日の web コンテンツの中で

“個人の関心”を最も良く示しているコンテンツであると考える

ことができる．我々は，blogをコンテンツ・ブラウジングに取

り込むことで，“human-aware” な新たなコンテンツ・ブラウ

ジング体験 (contents browsing experience)をユーザに提供す

ることを目指す．本論文では，blogを融合することでコンテン

ツ・ブラウジングがどう変わるのかについて，我々の取り組み

を基に議論する．

2. ユーザアノテーション・メタデータの提示モ
デル

コンテンツのブラウジングでは，コンテンツ自身だけではな

く，そのメタデータをいかに効果的に閲覧できるようにするか

が重要である．コンテンツのメタデータには，コンテンツの書

誌情報や内容記述情報など，コンテンツの提供者側が用意する

メタデータと，それに対するユーザの反応やコメント，感想な

どを記述したユーザアノテーション・メタデータの 2種類があ

る．あるコンテンツに関して書き込まれる blog記事は，ユーザ

アノテーション・メタデータに分類される．提供者側メタデー

タを提示するだけでは，ユーザは，コンテンツに対して他の

ユーザがどのような関心を示しているのかが分からない．ユー

ザの観点で楽しみながらコンテンツを閲覧するためには，ユー

ザアノテーション・メタデータの提示が必要である．

ユーザアノテーション・メタデータの提示モデルは，以下よ

うに分類することができる：

（ 1） エージェント・ユーザ対峙型モデル

エージェント（キャラクタやロボット）が，ユーザに向かっ

てメタデータを提示・説明する．

（ 2） エージェント・ユーザ共視聴モデル

エージェントが，ユーザと同じ側に立って，一緒にメタデー

タを見る．例えば，ロボットを傍らに置き，一緒にテレビ

を見る形態がこれに該当する．

（ 3） 演芸視聴モデル

コンテンツとメタデータを，２人以上のエージェントが，

エージェント間の対話という形式で提示する．ユーザは，

この対話による演出を視聴している．例えば，蓬莱ら [1]

は，漫才形式によるwebページの提示方法を提案している．

（ 4） 観客視聴モデル

エージェントは，コンテンツを見ている観客のように，コ

ンテンツのほうを向いてメタデータを提示している（喋っ

ている）．ユーザは，この観客エージェントを傍らで見て

いる．

本論文では，上記の観客視聴モデルに基づく blog情報の提示

方法を提案する．

3. Blogユーザの関心の動向の把握

Web 上には膨大な量の多種多様なコンテンツが存在してお

り，その中からユーザにとって有用なコンテンツを探し出すの

は至難の業である．キーワードによる webページ検索では，僅

かなキーワードでも大量の検索結果が返されてきてしまい，重

要な情報にたどり着くことすらできない．こうした背景から，

コンテンツの “社会的位置づけ” を表す情報を検索に取り入れ

る試みが，盛んに行われている．例えば，webページ間のリン

ク構造に基づいて，多くのページからリンクされている（リン

ク支持率の高い）ページを重要とみなしたり [2]，あるページ集

合の中でポータル的な存在のページ (authority/hub)を発見し

たりすること [3]が行われている．

我々は，様々な blog ユーザのコンテンツに対する関心の動

向を一覧性高く把握する方法として，BlogSafariと呼ばれる

ブラウジング・ツールを開発している．BlogSafariでは，以下

のことを目指している：

• 自分が関心のあるコンテンツに，他のユーザがどのよう

な関心を示しているのかを把握し，そのコンテンツの社会的位

置づけを把握する．

• あるコンテンツに関心を持つユーザの中でリーダー的な

存在のユーザを発見し，そのユーザの記事から希少かつ重要な

情報を得る．

• 同じコンテンツに関心を持つ他のユーザを発見し，コ

ミュニケーションを図る．

3. 1 BlogSafariの概要

図 1に，BlogSafariの実行画面を示す. BlogSafariは，blog

ユーザ（あるいは個人が所有する blog サイト）を動物に見立

て，ある blog ユーザのあるコンテンツへの関心を，動物の捕

食行動として表す．すなわち，あるコンテンツを動物の餌とし

て表し，ある動物がその餌に近づくことで，blogユーザのコン

テンツへの関心を視覚的に表現する．blogユーザのコンテンツ

に対する関心は，そのユーザが投稿した blog 記事にコンテン

ツへのリンク参照や記述（例えばそのコンテンツの名前など）

が含まれているかどうかを判断する．ユーザの特徴や関心の変

化に応じて，動物の見た目や振る舞いを変化させる．

図 1では，ブタ，ヒヨコ，ニワトリなど各々の動物が，ひとり

ひとりの blogユーザを表している．また， “拉致”， “CVS”，
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図 1 BlogSafari の実行イメージ

“ラーメン” などの文字列で表されている餌（牧草）は，その

文字列を質問として検索された webページ集合を表している．

例えば， “CVS”のそばにいる動物は，キーワード “CVS”で

検索された webページに関心を持っている blogユーザ（web

ページにリンクを張っているなど）を表している．餌は，検索

結果だけでなく，個々の webページや blog記事を指定するこ

とも可能である．

BlogSafariを使って，以下のようなことが把握できるように

なる：

どのコンテンツに皆は関心を持っているか？

図 1において， “拉致”という餌の周りには動物がたくさん集

まっている．このことは，“拉致”というキーワードで検索され

る webページに対し，多くの blogユーザが関心を示している

ことを表している．すなわち， webを通して，“拉致”に対す

る社会的な関心の高さが分かる．また，ユーザの特徴に応じて

種類の動物を変えることで，あるコンテンツに対しどのような

ユーザが関心を持っているかを把握することができる．

中心人物は誰か？

あるユーザの記事から他のユーザの記事へのリンクやトラック

バックを矢印で示すことにより，誰が誰に関心を持っているか

を把握することができる．多くの動物から参照されている動物

は，そのユーザの記事が他のユーザから頻繁にリンクされて

いることから，議論の中心人物であると考えられる．こうした

ユーザの記事は，重要な情報を含んでいると推測される．

希少な意見の発見

高低 エントリ投稿頻度

大小

高低 エントリ投稿頻度

大小

図 2 エントリ投稿頻度と動物の大きさの関係

同じ種類の動物の群れの中に異なる種類の動物が混ざっている

と，それらは同じコンテンツに関心を持つ例外的なユーザを表

している．例えば，図 1では， “ラーメン”に関するコンテン

ツの周りには，多数のブタに混じって一羽だけヒヨコが存在し

ている．こうした例外的なユーザは，コンテンツに対する希少

な意見を述べていることが多く，コンテンツを特徴付ける上で

は重要な情報であると考えられる．

3. 2 動物メタファによる blog情報の表現

3. 2. 1 動物の大きさによる投稿頻度の表現

あるコンテンツに対し blog ユーザがどの程度頻繁に記事を

投稿しているかは，そのコンテンツに関心を持つユーザの中で

の存在感の大きさを表していると考えられる．そこで我々は，

blog ユーザの投稿頻度を動物の大きさに反映させることを行

う．図 2に示すように，blogユーザが頻繁に記事を投稿してい

れば動物も大きくなり，逆に投稿頻度が低くなると動物は痩せ

て小さくなっていく．直感的には，コンテンツに対応する “餌”

をどれだけ懸命に食べているかということを表している．

3. 2. 2 動物の成長度合いによる信頼性の表現

動物が子供から大人へ成長する度合を用いて，blogユーザの
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図 3 信頼度と動物の成長度合いの関係

信頼性を表現する．図 3に示すように，信頼度が高くなるほど

動物は大人に成長し，信頼度が低くなるほど子供に戻っていく．

ある blogユーザの信頼性は，そのユーザが投稿した記事に対

する，他の blog ユーザからのリンク参照数に基づいて評価す

る．すなわち，他の blogユーザから多く参照されているほど，

信頼性が高いと判断する．

4. 文化遺産コンテンツに対するblog情報の提示

4. 1 従来のブラウジング閲覧方法の問題点

近年，人々の美術館・博物館離れが深刻になってきている．

学術的に価値の高い文化遺産をより多くの人々に見てもらおう

と，近年，文化遺産のデジタル・コンテンツをオンラインで閲

覧できるようにする試みが盛んに行われている．今日，こうし

たサービスの多くは，アーカイブされたコンテンツとその解説

を，一つ一つカタログ形式で閲覧できるようにしている．こう

した閲覧方法は，調査や教育目的の利用に適している．

一方，実世界では，人々は必ずしも調査や教育だけを目的と

して美術館や博物館に訪れるわけではない．文化遺産に関する

知識があまりない人でも，娯楽の一種として美術館や博物館に

訪れることが多い．しかし，こうした人々にとって困るのは，

どの作品をどのような観点で見たらよいのかが分からず，陳列

された作品を漠然と眺めるだけで終わってしまうことである．

こうした人々は少なくなく，いかにして彼らに関心を持たせる

かが大きな課題である．同様の問題が，オンライン上の文化遺

産コンテンツにも当てはまる．

初心者ユーザを取り込むべく，仮想美術館などでは，従来か

らガイドエージェントなどによる閲覧の誘導が行われてきた [4]．

しかし，ユーザの閲覧目的や知識レベルに応じて，様々な閲覧

シナリオを，システム側で事前に用意しなければならないこと

が問題であった．また，エージェントが直接ユーザに話しかけ

る提示方法では，ユーザ自身がエージェントを受け入れられな

いと，最後まで興味を持続して説明を聞けなくなるという問題

がある．

その他にも，仮想美術館に同時にアクセスしてきた人どうし

が，オンライン・チャットなどを通してコミュニケーションを

行う方法が提案されてきた [5], [6]. コンテンツに対する意見交

換をリアルタイムで行うことが可能であるが，反面，初対面の

ユーザとのコミュニケーションを遠慮したり，お互いの興味や

知識レベル合わないと会話が成立しないなど，人的要因が障害

となり十分活用されるに至っていない．

4. 2 傍観者メタファに基づく blog情報の “視聴”

我々の基本的なアイデアは， ある文化遺産コンテンツに関

連する様々な話題を blog から抽出し，文化遺産に詳しくない

ユーザでも，その blog情報からコンテンツに対する関心の糸

口を発見できるようにすることである．ある blog 記事は，そ

の記事を書いた blog ユーザ個人にとって関心のあることを表

している．そのため，閲覧ユーザは，コンテンツに対する blog

記事を，第三者の立場で傍観することになる．このことを考慮

し，コンテンツに対する blog情報の提示方式として，傍観者メ

タファを提案する．傍観者メタファによるコンテンツ閲覧のイ

メージを，図 4に示す．blog情報を提供するキャラクタ達は，

ユーザに背を向けたままコンテンツの前で喋り続け，ユーザは

それを傍聴している．ユーザは，自分の興味のある内容を喋っ

ているキャラクタを見つけると，その話に割り込んでキャラク

タとインタラクションを始め，blogやコンテンツの情報を取得

する．傍観者メタファの特徴は，従来のように，コンテンツに

対する既定の説明をシステムから一方的に押し付けるのではな

く，コンテンツに関する様々な話題を一覧しながら，コンテン

ツのある “見かた”をユーザ自身が自由度高く選択できるよう

にすることである．

傍観者メタファによるコンテンツ・ブラウジングの例として，

以下のようなシナリオが考えられる：

（ 1） あるユーザが，仮想美術館をウォークスルーしながら，様々

な文化遺産のコンテンツを閲覧している．

（ 2） それぞれのコンテンツの前にキャラクタ達が立って，何や

ら話をしている．あるキャラクタはコンテンツの前で独り

で話しており，あるキャラクタは他のキャラクタとコンテ

ンツの前で議論している．

（ 3） あるコンテンツの前に差し掛かったとき，その前で２体の

キャラクタが議論しているのを見つけた．近づいてみると，

何やらタレントの名前を言っている．

（ 4） 興味を持ったので，これらのキャラクタの会話に割って入

り，「何について話をしているのですか？」と尋ねてみる．

（ 5） 一方のキャラクタがこちらを振り返り，「仏像の顔がタレン

トの XXに似ているという話です」と，会話の概要を答え

てくれた．

（ 6） 会話の内容に興味を持ったので，そのコンテンツについて

更に詳しく調べてみることにした．

このシナリオの中で，blog情報は以下のように利用される：

• 2，3では，展示されているコンテンツに関する blog記

事を検索し，その記事を書いた blog ユーザに対応するキャラ

クタをコンテンツの前に表示する．Blog記事を音声に変換し，

キャラクタに喋らせる．もし，blog記事に他の blogユーザか

らコメントが付けられていれば，そのコメントを書いた blog

ユーザのキャラクタを横に表示してコメントの内容を喋らせる．

• 5では， 2人のキャラクタが喋っている blog記事の内容

を要約し，ユーザに返答する．

図 5に，提案手法を実現するシステムの構成を示す．
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やっぱり、同じ

事を思ってい

た人がいまし

たね！

どうしてもXXに
見えちゃう！

顔がタレントの
XXに似ている

という話です．

何の話で

すか？

図 4 傍観者メタファによる文化遺産コンテンツ・ブラウジング

Blog検索

コンテンツの属性情報を受け取り，そのコンテンツについて述

べている blog 記事を検索する．また，それらに付与されたコ

メント記事やトラックバック記事も取得する．

キャラクタ生成

検索結果の blog記事集合から，登場するキャラクタの台詞や演

出（喜怒哀楽やアクションなど）を記したキャラクタ情報（ス

クリプト）を生成する．

文化遺産コンテンツDB，3Dウォークスルー生成

文化遺産コンテンツ DBに基づいて，3Dのウォークスルー画

面を生成する．

ブラウザ

3Dウォークスルー画面に，キャラクタによる blog視聴の画面

を合成して表示する．その際，ユーザのウォークスルーに同期

して，閲覧中の文化遺産コンテンツの属性情報をBlog記事検索

モジュールに渡す．検索結果に対して生成されたキャラクタ情

報を受け取り，ウォークスルー画面上に表示する．また，ユー

ザの割り込みに応答し，blog記事を表示する．

技術的な課題を以下に挙げる：

• あるコンテンツについて述べている blog記事の特定．

リンクなど，blogの構造的情報だけでなく，あるコンテンツに

関する一連の議論を示す blog記事集合の特定など，内容情報

まで考慮する必要がある．６節で，さらに詳しく述べる．

• Blog記事からのキャラクタの台詞や演出の生成．

Blog記事

検索

文化遺産
コンテンツDB

WebWeb

ブラウザ

キャラクタ

生成

3Dウォークスルー

生成

コンテンツ

属性情報

図 5 傍観者メタファによるコンテンツ・ブラウジングのシステム構成

例えば，[7]では，webページの内容をキャラクタの対話に変換

し，TVのように受動的に視聴する方法を提案している．本研

究では，複数の blog 記事の意味構造を考慮した変換が必要に

なる．

• キャラクタとのインタラクションによる blog 情報の提

示．

ユーザの割り込みに反応し，質問応答形式で blog情報を提供

する．

• 3Dウォークスルー画面とキャラクタによる blog情報視

聴画面の合成．

5. ブラウジングからの blog生成

従来，blog 記事の生成は，blog 用の編集ツールを使って行

われていた．あるコンテンツに関するコメントを書こうとすれ

ば，blog記事編集ツールを起動し，コンテンツを特定する情報

（名前や URLなど）とコメントを書いて，blogサイトに投稿

する．汎用的なツールを使うため，ユーザは，コンテンツのブ

ラウジングと blog 記事の編集を，別個の作業として行わなけ

ればならなかった．これに対し，コンテンツ・ブラウジングを

blog生成と一体化させ，コンテンツに対するユーザの関心をよ

り直接的に記録することが考えられる．

例えば，webページのブラウジングでは，ブックマークがコ

ンテンツに対するユーザの関心を最も直接的に反映している．

MyClip（注1）では，web ページのブックマーキングに連動した

blog の生成を行っている．ユーザが webページをブックマー

クする際，そのページに対するコメントを一緒に記述すると，

ページへのリンクを含んだ blog記事が生成される．また，中島

らのコンテキスト・ブックマーク [8]では，ユーザがある web

ページをブックマークする際に，閲覧履歴を特徴付けるキー

ワードを一緒に保存する．Blogの生成は行っていないが，類似

の技術を提供している．

（注1）：MyClip, http://clip.myblog.jp/
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一方，４節で述べた文化遺産コンテンツのブラウジングでは，

ウォークスルー中のユーザが体験したことを blog に記録する

ことが考えられる．例えば，単にコンテンツに付与したコメン

トだけでなく，コンテンツの前で他のユーザと議論した内容や，

ウォークスルー中に発言した内容なども，blog生成の対象とな

りうる．ただし，あるコメントや発言が，何に対して述べられ

たものなのかを，ウォークスルーの文脈を考慮して判定しなけ

ればならない（例えば，コンテンツのある部分なのか，コンテ

ンツ全体なのか，コンテンツのおかれた空間なのかなど）．

6. コンテンツに対する blog情報の抽出

３節や４節で述べてきたコンテンツ・ブラウジングの実現に

おいて，あるコンテンツに関連する記述を，blogからどのよう

に抽出してくるかが重要な課題である．

あるコンテンツをリンク参照している blog 記事は，そのコ

ンテンツに対する関心を最も直接的に表している．Blogには，

リンクが張られたことをリンク先に伝える “トラックバック”

という仕組みがあり，これに基づいてリンク元の blog記事を取

得することが可能である．しかし，技術的には可能であっても，

実際にコンテンツをリンク参照している blog記事はそれほど

多くない．また，blog記事の内容は断片的であり，個々の blog

記事だけで十分な記述内容を得ることは難しいと考えられる．

これらのことを考慮し，あるコンテンツを参照する適切な

blog記事集合を特定する必要がある．これは，以下の 2つのプ

ロセスから成る：

（ 1） コンテンツを参照する blog記事を特定する．

（ 2） コンテンツを参照する blog 記事を含み，かつ意味的まと

まりを表す blog記事集合を発見する．

１では，対象となるコンテンツをリンク参照する blog記事

（直接的な参照）だけでなく，コンテンツを識別する情報（名

前など）を含む blog記事（暗黙的な参照）も抽出する．一方，

２では，直感的には，１で発見された blog記事を含み，かつ一

連の議論を構成する blog 記事集合を特定する．例えば，[9] の

ように，ニュースグループやメーリングリストなどのスレッド

に相当する “blogスレッド”を特定する方法が考えられる．

7. ま と め

本論文では，blog情報を融合したコンテンツ・ブラウジング

について，我々の取り組みを中心に説明した．様々なコンテン

ツに対する blogユーザの関心の動向を可視化する方法として，

BrogSafariを提案した．Blog から得られる様々なユーザの意

見やコメントともに文化遺産コンテンツを閲覧する方法として，

傍観者メタファを提案した．コンテンツのブラウジングと blog

生成を一体化することについても述べた．また，コンテンツに

対する blog情報の抽出について考察を述べた．
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